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編集発行：寝屋川市社会福祉協議会ボランティアセンター 

電話：０７２－８３８－０４００ 

URL  http://www.neyagawa-shakyo.or.jp 

  
 

活
動
内
容
も
年
々
拡
が
っ
て

小
物
の
手
作
り
、
ま
た
１５
年
ほ

ど
前
か
ら
「
絵
手
紙
講
習
会
」

を
始
め
て
、
市
内
の
小
中
学
校
、

高
齢
者
施
設
な
ど
へ
指
導
者
の

出
前
を
し
て
い
ま
す
。 

「
訪
問
先
で
の
『
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
』『
次
は
い
つ

で
す
か
』
の
声
に
心
が
満
た
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

の
生
き
が
い
の
た
め
、
回
り
の

笑
顔
の
た
め
に
も
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
村
井
代
表
の
言
。 

 

 

３０年の長きにわたって続いて

きたのは◆部会員のおもい◆ 

 ボランティア活動は「自分のため

のもの」と考えてきたことが大きい

と思います。 

活動のためにボランティアセンタ

ーに行くこと、材料を揃えること、

作品ができあがること、仲間と語り

合うことのひとつ一つが、やりがい

につながりました。 

とりわけ、人に喜んでいただける

ことの感動を受け続けました。これ

らが長続きの秘訣だと確信していま

す。 

 

 

 

ま
す
」
と
村
井
代
表
の
こ
と
ば
。 

※
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
か

ら
【
ほ
う
れ
ん
そ
う
】
と
命
名 

       

市
立
国
松
緑
丘
小
学
校
よ
り
届
い

た
絵
手
紙
指
導
の
お
礼
色
紙
（
児

童
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
） 

 

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
５７
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
２４
校
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
、
１００
を
越

え
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
団
体
登
録
の
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
が
創
設
か
ら

３０
年
休
む
こ
と
の
な
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

在
宅
介
護
家
族
会
へ
の
支
援

を
柱
に
介
護
援
助
の
小
物
な
ど

を
制
作
。
発
足
時
に
４０
歳
代
半

ば
の
会
員
も
３０
年
の
月
日
を

経
て
・
・
・
今
日
に
。
現
在
１６

人
で
の
活
動
で
す
。 

１２

人
の
仲
間
と

と
も
に
、
昭
和
６２

年
４
月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

の
活
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

１２

人
の
仲
間
と

と
も
に
、
昭
和
６２

年
４
月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

の
活
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

１２

人
の
仲
間
と

と
も
に
、
昭
和
６２

年
４
月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

の
活
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

１２

人
の
仲
間
と

と
も
に
、
昭
和
６２

年
４
月
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

の
活
動
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。 

１２
人
の
仲
間
と
と

も
に
、
昭
和
６２
年
４

月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ほ
う
れ
ん

そ
う
」
の
活
動
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。 

軽やかなミシンの音とともに、愛情もつまった小

物が作り出されます＝ボランティアセンターで 

手作り小物は当センターでお求めいただけます 

 
●●賞はじめ受賞多数 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/


ボランティアセンター通信 平成２８年１２月２０日 100 号（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら
れ
た
場
所
で
の
工
夫
や
体
が

不
自
由
だ
と
寝
起
き
が
で
き
な

い
こ
と
な
ど
を
体
感
。
次
に
段

ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
で
暖
を
と
る

体
験
。 

ま
た
、
車
い
す
に
は
通
路
幅

が
８０

ｃｍ
以
上
必
要
な
こ
と
、

視
覚
障
害
者
用
の
白
杖
、
導
線
ロ

ー
プ
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

災
害
時
を
想
定
。
様
々
な
条
件

で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。 

■
□
参
加
者
の
こ
え 

地
域
に
関
心
を
向
け
、
お
互

い
に
声
か
け
あ
っ
て
地
域
で
生

活
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。。 

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン 

 

校
区
Ｖ
部
会
長
会
と
障
害

者
団
体
協
議
会
が
合
同
で
災
害

時
に
設
置
さ
れ
る
合
同
避
難
所

の
訓
練
を
１１
月
２
日
、
池
の
里

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
し
た
。 

阪
神
や
東
日
本
震
災
時
の

｢

避
難｣

の
実
情
解
説
後
、
避
難

所
を
想
定
し
て
、
体
育
館
の
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
工
夫
の

し
か
た
や
体
が
不
自
由
だ
と
寝

起
き
が
で
き
な
い
な
ど
を
体

感
。
次
に
段
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙

で
暖
を
と
る
体
験
。
段
ボ
ー
ル

な
ど
普
段
廃
品
に
な
り
が
ち
な

物
が
災
害
時
に
役
立
つ
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。 

  
 

 当Ｖセンター相談員数が充実して１

年。各自 
11 月28日に９人の相談員が濱吉次長を講

師に社協の組織や福祉、地域の取り組みにつ

いての研修をしました。 

 

 

 活動先（グループ別） 活動日等 対応（Ｖ・校区・団体） 人数 

１ バリアフリー寝屋川 週1回 桜・点野・田井・成美 43 

２ さくら草 第1（火） 西・成美 8 

３ 元気やデイサービス 隔週（水） 個人 10 

４ 特養 神田の里 週１回（火） １４の耳 24 

５ 特養 香西園 週1回（月） 個人 15 

６ 小規模多機能いちょう園 毎（火）・月１・他 個人・明和・梅が丘・音信の会・矢車草 74 

７ グリーンヒル醇風 月1回（3活動） 明和・個人・東 23 

８ ケアキューブ寝屋川駅前 月1回 個人 6 

９ Ｖセンター 隔月1回 個人 7  

10 神経筋患者家族会ひまわり会 第3（木） 中央  6 

11 介護老人保健施設 第2（土） 個人  6 

12 男性料理教室 毎（水） 個人  4 

   活動人数合計 226 

 

定期ボランティア活動調整報告 【当ボランティアセンター取扱い調整分（施設・団体に限定）】 

 

 毎年相談員の研修会を開いて、相談員のあ

り方を学んでいます。 

 相談員は「相談員になって日が浅く分から

ないこともありましたが、社協の成り立ちや

役割、心構えなど理解することができ、今後

の活動に役立ちます」と話していました。 

   毎回決まったＶ依頼者（高齢者施設などの

活動先）に、校区、登録団体、個人のボラン

ティアが定期的に活動しています。 
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ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

 
月 活 動 日  活  動  先 

  （施設・団体） 
活動分野 活動内容 人

数 

   対   応 

［ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・校区・団体］ 

10 

 

6・26 南病院ケアセンター 高 齢 者 行事援助 10 大阪睦会・個人 

6 デイセンター寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 4 栄光会 

12・21 コスモス保育所 幼 児 保 育 4 西・田井 

14 中央校区Ｖ部会 高 齢 者 行事援助 1 百楽の会 

14 国松緑ヶ丘小学校 児 童 行事援助 2 ほうれんそう 

15・19 たんぽぽ子育て支援センター 幼 児 保 育 6 明和 

15 障害児者を守る親の会 乳 幼 児 保 育 7 木屋・北・田井 

15・20・22・

26・28 
ケアキューブ高柳 高 齢 者 行事援助 11 

うきうきわくわく音信の会 

百楽の会・歌体操・個人 

17・24 グレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助 6 なんぼーず・個人 

20 ＦＭＣ・ＧＨ香里園 高 齢 者 行事援助 7 睦会 

23 たのしい家寝屋川 高 齢 者 行事援助 5 栄光会 

23 ヴィヴィファミーリア寝屋川 高 齢 者 行事援助 6 うきうきわくわく音信の会 

29 特養いちょう園 高 齢 者 行事援助 8 梅が丘 

29 オールケア寝屋川 高 齢 者 行事援助 10 中央・第五・個人 

小計 22 14   87  

11 

2・8 たんぽぽ子育て支援 幼 児 保 育 6 明和 

5  ＣＩａｂ Ｅ＆Ｔ 障 害 者 行事援助 2 ほうれんそう 

5 ワークセンター小路 障 害 者 行事援助 11 明和・木田・東 

6 葛原自治会 福祉 高 齢 者 行事援助 1 個人 

9・26 デイ寝屋川苑 高 齢 者 行事援助 8 ハーモニカ同好会・歌体操 

13 堀溝北町自治会福祉 高 齢 者 行事援助 2 音遊の会 

15 サロンポピーの会 高 齢 者 行事援助 4 「夢楽らいぶ」一座 

19 障害児者を守る親の会 障害児者 保 育 7 北・西 

19 神田校区地域協 福祉 高 齢 者 行事援助 2 個人 

20 たのしい家寝屋川 高 齢 者 行事援助 ● 美鈴会 

20 ツクイ寝屋川 高 齢 者 行事援助 ● 栄光会 

23 池の里クラブ 児   童 行事援助 18 
桜・啓明・神田・成美・中央 

個人・エンジョイ 

24 ＦＭＣ ＧＨ香里園 高 齢 者 行事援助 ● さつき会 

26 高柳7丁目自治会 高 齢 者 行事援助 1 百楽の会 

28 グレイス寝屋川 高 齢 者 行事援助  わくわく音楽隊 

29 老人デイＳ・香里寿園 高 齢 者 行事援助 1 藤家 

小計 18 16     

10月～11月 集計  延活動日数40日   活動件数：30件  ボランティア数： ●  人 

 

社会的支援ネットワーク 

社会生活を送る上での様々な問題に対し

て、身近な人間関係における複数の個人や集

団 

団の連携による支援体制をいう。サービス利

用者の個々の生活状況や問題に応じた個別

のネットワークの形成が必要である。 
介護用語辞典より 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

前
１０

時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
月
・
水
・
金
曜
日
以
外
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

が
対
応
し
ま
す
） 

 

○
ス
ポ
ー
ツ
で
も
・
・
・ 

卓
球
・
ダ
ン
ス
・
ボ
ー
リ
ン
グ 

○
特
技
・
資
格
で
・
・
・ 

点
字
・
手
話
・
運
転
・
傾
聴 

○
個
性
も
活
か
し
て
・
・
・ 

話
し
相
手 

な
ど
な
ど
、
あ
な
た
の
活
動
場 

所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ 

ン
タ
ー
ま
で 

０７２
（
８３８
）
０
４
０
０ 

（ボランティア講座:シニア編） 

 「靴下を履く」「髪をとく」など日常生活で

の動作が困難になった人が自助具を使うこと

で生活の幅が拡がります。 

 身近な生活用品を加工して自助具の製作に

ついて学び、高齢者や障害者など一人ひとりの

身体状況や能力に合わせた「自助具製作ボラン

ティア」の育成を目的に開きます。 

□ 日時：１回目 平成29年１月20日(金) 

 13時30分～15時30分 

２回目 平成29年１月27日(金） 

13時30分～15時30分 

受付はいずれも13時から 

１・２回目とも内容は同じ 

□ 場所：保健福祉センター５階  

     会議室３－１．２．３ 

□ 対象・定員：概ね60歳以上の市民  

     各回20人 

□ 内容：自助具とは・高齢者や障害者などの 

   日常生活で困難なことを知るなど 

□ 講師：おかもと訪問看護ステーション  

   作業療法士 小 西 誠 さん 
   

 翌年に「ボランティア国際年」を控えた2000年６月

15日「ボランティア通信」が創刊されました。 

 ボランティアセンター活動のこと、福祉に関した情

報をできるだけ早くお届けするために隔月の発行。欠

刊なく100号に至りました。 

６号からは「ボランティアセン 

ター通信」と改名。若草色の紙面 

で毎回2000部を印刷、関係各所に 

お届けしています。 

 これからもみな様のご支援、ご 

指導のもと次なる200号に向けて 

勇往してまいります。 

これからも、ご愛読のほどよろ 

しくお願いいたします。（編集者） 

→ 創刊号＝Ｖセンターを図で紹介 

 

 

 

地
域
の
学
生
、
仕
事
や
子
育

て
を
済
ま
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
か
ら
活

動
に
関
し
て
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。 

社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

ら
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

活
動
場
所 

  

○
高
齢
者
施
設 

○
障
害
者 

施
設 

○
病
院 

○
学
校
・
保 

育
所(

園) 

○
地
域
内 

活
動
分
野 

○
経
験
を
活
か
し
て
・
・
・ 

読
み
聞
か
せ
・
散
髪
・
通
園
通 

学
送
迎 

○
趣
味
を
活
か
し
て
・
・
・ 

絵
画
・
手
芸
・
囲
碁
将
棋 

 

体
は
じ
め
実
に
た
く
さ
ん
の
福

祉
関
係
者
が
集
い
活
動
の
輪
を

広
げ
ま
し
た
。
▼
施
設
な
ど
へ

の
、
当
セ
ン
タ
ー
調
整
活
動
者

数
も
こ
の
１
年
で
１
０
０
０
人

を
越
え
る
勢
い
で
す
。
▼
来
る

年
も
ま
た
、
出
会
い
と
感
動
多

い
心
豊
か
な
日
々
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。 

 
 
 
 
 

（
智
） 

 

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
当
市
出
身
力
士

豪
栄
道
の
優
勝
や
ポ
ケ
モ
ン

ＧＯ
な
ど
の
話
題
を
残
し
て
今

年
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
。
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
も
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体 
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